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「
子
ど
も
手
当
」の
申
請
は
３
月
　
日
ま
で
に
外

０

子
ど
も
総
務
課

察察
７
２
４
・
２
１
３
９

※
郵
送
の
場
合
は
３
月
　
日
３１

問

 か
し
の
木
山
自
然
公
園

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

対
４
月
か
ら
１
年
間
活
動
で
き
る

方
＝
　
人
（
申
し
込
み
順
）

２０

日
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
の
午
前

９
時
～
正
午

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
後
、
３
月
　
日
午
前

２５

　
時
　
分
か
ら
説
明
会
を
行
い
ま

１０

３０

す
。

内
公
園
の
保
全
整
備
活
動

申
直
接
同
公
園「
森
の
家
」で
申
込

書
に
記
入
（
月
曜
日
は
休
館
日
）。

問
同
公
園
「
森
の
家
」
辺辺
７
２
４

・
１
６
６
０

忠
生
公
園

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

対
４
月
か
ら
１
年
間
活
動
で
き
る

方
＝
　
人
（
申
し
込
み
順
）

４０

曳 映叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡
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キ
ツ
ツ
キ
の
ア
オ
ゲ
ラ
も
こ
の
林

を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
小
山
中
央
小
学
校

で
、
同
じ
週
に
行
わ
れ
た
「
超
人

シ
ェ
フ
の
ス
ー
パ
ー
給
食
」
に
お

邪
魔
し
ま
し
た
。
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
で
４
年
生
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
ス

ー
パ
ー
給
食
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

と
に
か
く
、
お
い

し
い
。
初
め
て
食

べ
る
「
白
菜
の
ス
ー

プ
」
も
、
こ
れ
が
給
食

？
と
い
う
お
い
し
さ
で
し

た
。
　
当
日
は
有
名
な
シ
ェ
フ
、
山
下

さ
ん
（
フ
レ
ン
チ
）
と
後
藤
さ
ん

（
イ
タ
リ
ア
ン
）
が
、
朝
か
ら
７

０
０
人
分
の
食
材
、
た
と
え
ば
、

町
田
市
長

　

石
阪
丈
一

カ
ワ
セ
ミ
通
信
64

カ
ワ
セ
ミ
通
信
64

カ
ワ
セ
ミ
通
信
64

カ
ワ
セ
ミ
通
信
64

カ
ワ
セ
ミ
通
信
64

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
今
な
お
多
く
の
方

々
が
、
不
自
由
な
暮
ら
し
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
興
の
た
め
に
皆
さ

ん
も
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

　
暦
の
う
え
で
は
春
で
す
が
、
ま

だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
今
年
は
　
数
年
ぶ
り
の
寒
さ

２０

続
き
の
冬
だ
そ
う
で
す
。

　
先
日
、
小
山
中
央
小
学
校
の
南

側
に
広
が
る
学
校
林
を
見
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
雪
の
日
の
翌

日
の
土
曜
日
で
し
た
が
、
副
校
長

先
生
に
早
朝
か
ら
出
入
り
口
の
鍵

を
開
け
て
い
た
だ
き
、
野
鳥
の
観

察
を
し
ま
し
た
。
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ

ラ
、
シ
デ
、
サ
ク
ラ
等
の
落
葉
樹

で
構
成
さ
れ
て
い
る
、い
わ

ゆ
る
雑
木
林
で
す
。

　
こ
の
林
の
中
の
園

路
や
ハ
ン
モ
ッ
ク

な
ど
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
地
元
の
方
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
整
備
を
し
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
す
。

野
鳥
は
、
ホ
オ
ジ
ロ
の
仲

間
の
ア
オ
ジ
が
ス
ス
キ
の
穂
を
つ

い
ば
ん
だ
り
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、

ヤ
マ
ガ
ラ
、
エ
ナ
ガ
、
メ
ジ
ロ
、

コ
ゲ
ラ
が
混
群
を
つ
く
っ
て
、
樹

上
を
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
大
型
の

白
菜
は
１
０
０
キ
ロ
外
を
使
っ

て
、
栄
養
士
さ
ん
や
調
理
員
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
支
度
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
月
並
み
で
す
が
、
給
食

を
食
べ
る
子
ど
も
た
ち
全
員
の
笑

顔
が
と
に
か
く
印
象
的
で
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
、
超
人
シ
ェ
フ
倶

楽
部
の
協
力
と
米
の
消
費
拡
大
を

推
進
し
て
い
る
団
体
の
支
援
の
も

と
、
食
育
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一

環
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

町
田
市
の
学
校
給
食
の
、
米
飯
給

食
の
率
は
比
較
的
に
低
か
っ
た
の

で
す
が
、
数
年
来
、
給
食
調
理
室

の
再
整
備
、
特
に
大
型
炊
飯
器
の

導
入
を
進
め
、
現
在
は
週
に
３
回

の
米
飯
給
食
を
実
現
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
そ
の
率
を
上
げ
て

い
く
よ
う
に
、
給
食
設
備
改
善
な

ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

日
観
察
会
（
事
前
の
下
見
・
準
備

含
む
）
＝
毎
月
第
１
・
４
日
曜
日
、

軽
作
業
＝
毎
月
第
２
・
４
木
曜

日
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
正
午

申
直
接
同
公
園
自
然
観
察
セ
ン
タ

ー
で
申
込
書
を
記
入
。

※
申
し
込
み
後
、
３
月
　
日
午
前

１８

　
時
　
分
か
ら
説
明
会
を
行
い
ま

１０

３０

す
。

※
季
節
に
よ
る
時
間
変
更
や
、
が

に
や
ら
自
然
館
主
催
の
行
事
日

が
、
活
動
日
と
な
る
場
合
あ
り
。

場
忠
生
公
園
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー

（
忠
生
が
に
や
ら
自
然
館
）

問
同
公
園
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
辺辺

７
９
２
・
１
３
２
６

３
月
　
日
か
ら
配
布
し
ま
す

１２
町
田
さ
く
ら
ガ
イ
ド

　
町
田
さ
く
ら
ま
つ
り
実
行
委
員

会
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
市
内

の
さ
く
ら
の
見
ど
こ
ろ
が
満
載
の

小
冊
子
「
２
０
１
２
町
田
さ
く
ら

ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
ぜ

ひ
手
に
と
っ
て
お
使
い
下
さ
い
。

配
布
場
所
町
田
ツ
ー
リ
ス
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
町
田
市
産
業
観
光
課
、

市
民
相
談
室
、
各
市
民
セ
ン
タ

ー
、
木
曽
山
崎
・
玉
川
学
園
文
化

の
各
セ
ン
タ
ー
、
町
田
・
南
町
田

の
各
駅
前
連
絡
所
等

※
無
く
な
り
次
第
終
了
で
す
。

問
産
業
観
光
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

２
８
返
７
２
４
・
１
１
８
５

第
２
期
生
募
集

米
作
り
農
業
研
修
生

　
農
業
委
員
の
指
導
で
、
お
米
作

り
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

対
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
あ

る
程
度
の
農
作
業
経
験
の
あ
る
方

※
詳
細
は
応
募
用
紙
の
別
紙
募
集

要
項
を
ご
覧
下
さ
い
。

日
５
月
～
２
０
１
３
年
　
月
の
月

１２

２
回
（
予
定
）、
土
曜
日
の
午
前

９
時
～
　
時
　
分

１１

３０

場
都
立
小
山
田
緑
地
、
忠
生
公
園

内
の
田
ん
ぼ

定
　
人
（
選
考
）

１０
費
年
間
６
０
０
０
円

申
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
３
月
　
日
ま
で
（
消
印
有
効
）

３１

に
、
郵
送
で
農
業
委
員
会
事
務
局

（
〒
　
─
０
０
２
２
、
森
野
１
―

１９４
　
―
　
、
辺辺
７
２
４
・
２
１
６
６

３３

１０

返
７
２
４
・
１
１
８
６
）
へ
。

※
応
募
用
紙
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
で
配
布
し
て
い
ま
す
（
町
田

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可
）。

親
子
で
体
験
し
ま
せ
ん
か

米
作
り
体
験
農
園

　
農
家
が
開
設
・
運
営
し
て
い
る

田
ん
ぼ
で
す
。
計
画
は
農
園
主

（
農
家
）
が
行
い
、
参
加
者
は
田

ん
ぼ
の
代
か
き
か
ら
収
穫
ま
で
の

米
作
り
を
体
験
し
ま
す
。
収
穫
し

た
お
米
は
差
し
上
げ
ま
す
。

対
自
家
用
車
を
使
わ
ず
に
農
園
ま

で
行
け
る
市
内
在
住
の
小
学
３
～

６
年
生
と
そ
の
保
護
者

日
５
月
～
　
月
の
日
曜
日
、
全
７

１０

回場
下
小
山
田
町
１
５
３
６
（「
多

摩
丘
陵
病
院
」
下
車
、
徒
歩
５
分
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
５
組
　
人
（
抽
選
）

１０

費
１
組
７
０
０
０
円
（
苗
・
農
具

等
は
農
園
主
が
用
意
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
参
加
者

氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
、
返
信

用
に
も
宛
先
を
明
記
し
、
４
月
１

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
Ｊ
Ａ
町

田
市
ふ
れ
あ
い
課
（
〒
　
―
０
０

１９４

３
５
、
忠
生
３
―
７
―
２
）
へ
。

問
町
田
市
農
業
振
興
課
辺辺
７
２
４

・
２
１
６
６
返
７
２
４
・
１
１
８

６
、
Ｊ
Ａ
町
田
市
ふ
れ
あ
い
課
辺辺

７
９
２
・
６
１
１
１
返
７
９
２
・

６
１
１
６

献
血
に
ご
協
力
下
さ
い

日
３
月
　
日
（
月
）
午
前
　
時
～

１９

１０

　
時
　
分
、
午
後
１
時
～
３
時
　

１１

４５

４５

分

場
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
フ
ロ

ア問
福
祉
総
務
課
辺辺
７
２
４
・
２
５

３
７
返
７
２
４
・
１
１
８
７

参
加
者
募
集

町
田
市
ス
ポ
ー
ツ

フ
ォ
ー
ラ
ム

　
市
で
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
人
と

ま
ち
が
一
つ
に
な
る
」
を
基
本
理

念
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
を

策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、「
ス

ポ
ー
ツ
と
地
域
」・「
ス
ポ
ー
ツ
と

人
材
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
や

意
見
交
換
等
を
行
い
ま
す
。

日
３
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
～

１７

３
時

場
町
田
商
工
会
議
所

講
日
本
大
学
第
三
高
等
学
校
硬
式

野
球
部
監
督
・
小
倉
全
由
氏
、

（
特
）
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
町

田
理
事
長
・
守
屋
実
氏

定
１
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

申
３
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
イ
ベ

１５

ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺辺
７
２
４
・
５

６
５
６
）
へ
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
辺辺
７
２
４
・

４
０
３
６
返
７
２
４
・
４
０
３
７

５
月
　
日
（
木
）　
午
後
６
時
　
分
 開
演

１７

３０

３
８
０
０
円
（
全
席
指
定
）

　
古
典
か
ら
新
作
ま
で
「
志
の
輔

ら
く
ご
」
で
新
感
覚
の
落
語
ワ
ー

ル
ド
を
お
聞
か
せ
し
ま
す
。

※
６
歳
以
上
の
方
か
ら
入
場
可
。

申
３
月
　
日
か
ら
電
話
ま
た
は
イ

１３

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
町
田
市
民
ホ
ー

ル
へ
。
保
育
希
望
者
（
有
料
、
６

か
月
以
上
の
未
就
学
児
、
申
し
込
み
順
）
は
併
せ
て
申
し
込
み
を
。

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業

娩
h
t
t
p://

w
w
w.

m-

s
h
im
in-

h
a
ll.

jp/

休
館
は
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
時
は
そ
の
翌
日
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

問

番号間違いに
ご注意を

町
田
市
民
ホ
ー
ル
辺
７
２
８
・
４
３
０
０
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立
川
志
の
輔

立
川
志
の
輔

立
川
志
の
輔

独
演
会

独
演
会

独
演
会

申し込み定　員会　場日　時会議名

事前に電話でス
ポーツ振興課
（辺辺７２４･４０３６）へ

５人
（申し込
み順）

森野分庁
舎４階第
一会議室

３月１７日（土）
午前９時～１１時

町田市スポー
ツ振興審議会

３月２２日（木）
午後６時～８時

町田市スポー
ツ施設運営懇
談会

会議当日に直接
教育総務課（森
野分庁舎３階、
辺辺７２４･２１７２）で
受付

森野分庁
舎４階会
議室

３月２３日（金）
午前１０時から

町田市教育委
員会定例会

３月１２日～２３日
に電話で都市計
画課（辺辺７０９･
０６１４）へ

５人
（申し込
み順）

森野分庁
舎２階第
二・三会
議室

３月２６日（月）
午前１０時～正午

町田市交通マ
スタープラン
推進委員会

３月２６日午後５
時までに電話で
環境総務課（辺辺
７９７･９６１１）へ

１０人
（申し込
み順）

森野分庁
舎２階第
三会議室

３月２７日（火）
午後６時３０分～
８時３０分

町田市環境審
議会

３月１４日午後５
時までに電話ま
たはＦＡＸで都
市計画課（辺辺７０９
・０６１４返７０９・
０５９８）へ

３人
（申し込
み順）

森野分庁
舎２階第
二・三会
議室

３月１６日（金）
午前９時３０分～
１１時３０分
※開催日が３月
１５日から変更に
なりました。

町田市福祉の
まちづくり推
進協議会バリ
アフリー部会

　
町
田
商
工
会
議
所
が
、
市
内
商

業
の
活
性
化
と
地
域
経
済
の
発
展

の
た
め
に
、
個
性
あ
る
魅
力
的
な

店
づ
く
り
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
お
店
を
「
私
の
好
き
な
お

店
大
賞
」
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま

す
。
地
域
紙
の
読
者
モ
ニ
タ
ー
　８５

人
が
１
か
月
間
調
査
し
候
補
を
投

票
に
よ
り
選
定
し
ま
し
た
。
そ
の

後
上
位
の
店
舗
を
実
行
委
員
会
が

審
査
し
決
定
し
ま
し
た
。

　
魅
力
あ
る
受
賞
店
舗
に
ぜ
ひ
お

で
か
け
下
さ
い
。

※
詳
細
は
町
田
商
工
会
議
所
（
辺辺

７
２
２
・
５
９
５
７
返
７
２
９
・

２
７
４
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
観
光
→
市
の
産
業
）
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

キ
ラ
リ
☆
２
０
１
１
町
田
私
の
好
き
な
お
店
大
賞

受
賞
店
舗
決
定
！

受
賞
店
舗
決
定
！

問
産
業
観
光
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

２
９
返
７
２
４
・
１
１
８
５

さくらガイド表紙

キラリ☆２０１１町田私の好きなお店大賞　受賞店舗
店名（町名、電話）

Cafe中野屋（原町田、辺辺７２５・４１０４）
中華　七面（原町田、辺辺７２２・５２８８）
イタリア料理と和食のお店　MEMORIA（森野、辺辺７２８・０６６６）
ハンバーグ＆ステーキ　ボンボネーラ（森野、辺辺７２９・６６０６）
柾屋商店〔乾物〕（原町田、辺辺７２２・３１５１）
やさいのナイトウ（成瀬、辺辺７３２・９０７０）
オー・プティ・グルマン〔フランス菓子〕（南成瀬、辺辺７２３・００１９）
美容室　アミ（木曽東、辺辺７２７・１０４１）
天然温泉　ロテン・ガーデン（相原町、辺辺７７４・２６８１）

2012.　3.　11 （5）町田市イベントダイヤ町田市イベントダイヤルル　辺辺０４２・７２４・５６５６　返０４２・７２４・５６００　番号間違いにご注意下さい

「
子
ど
も
手
当
」の
申
請
は
３
月
　
日
ま
で
に
外

３

子
ど
も
総
務
課

返
７
２
４
・
１
１
８
９

消
印
有
効
で
す
。

問

 春
号
を
発
行
し
ま
し
た
外

地
域
情
報
誌「
ま
ち
び
と
」

　
特
集
は
、「
我
ら
が
ゼ
ル
ビ
ア
、

い
ざ
“
Ｊ
”
の
舞
台
へ
外
」
で
す
。

ま
た
、
町
田
市
在
住
の
メ
ン
バ
ー

６
人
で
結
成
さ
れ
、
昨
年
メ
ジ
ャ

ー
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
バ
ン
ド

「#rand

        

ブ
ラ
ン

/eX       

ニ
ュ
ー7iCe       」

の
イ
ン
タ

バ
イ
ブ

ビ
ュ
ー
、
市
内
で
自
然
と
ふ
れ
あ

え
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
団
体
等
も

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※
「
ま
ち
び
と
」
は
、
希
望
す
る

町
内
会
・
自
治
会
を
通
し
て
の
戸

別
配
布
・
回
覧
や
、
公
共
施
設
の

窓
口
、
待
合
室
の
あ
る
郵
便
局
・

農
協
・
病
院
・
美
容
院
等
に
置
い

て
い
ま
す
。

問
市
民
協
働
推
進
課
辺辺
７
２
３
・

２
８
９
１
返
７
２
３
・
２
９
４
６

  生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
公
民
館
事

業
）
～
自
主
学
級
「
ま
な
び
屋
さ

ん
」開

設
説
明
会

　
４
月
か
ら
、
ま
ち
だ
中
央
公
民

館
の
場
所
で
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

が
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ

の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
講
師
謝
礼
・

部
屋
の
貸
し
出
し
・
保
育
等
の
支

援
で
皆
さ
ん
の
学
習
を
応
援
し
ま

す
。
　
今
回
、
学
級
開
設
に
関
す
る
説

明
会
を
行
い
ま
す
。
募
集
す
る
学

級
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
仲
間

と
共
に
学
級
を
企
画
し
ま
せ
ん

か
。
　
詳
細
は
要
項
（
各
市
民
セ
ン
タ

ー
や
各
市
立
図
書
館
等
で
配
布
）

を
ご
覧
下
さ
い
。

対
学
級
を
希
望
す
る
５
人
以
上

（
う
ち
過
半
数
が
市
内
在
住
、
在

ご
参
加
を

ご
参
加
を

ご
参
加
を

勤
、
在
学
）
で
構
成
さ
れ
た
メ
ン

バ
ー
で
、
学
級
開
設
の
た
め
の
準

備
会
を
作
れ
る
方

※
説
明
会
に
は
１
～
２
人
が
代
表

し
て
参
加
し
て
下
さ
い
。

※
学
級
活
動
を
す
る
際
に
は
、
７

人
以
上
の
人
員
が
必
要
で
す
。

日
４
月
１
日
（
日
）、
２
日
（
月
）、

い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
正
午

１０

場
ま
ち
だ
中
央
公
民
館

※
４
月
か
ら
、
名
称
が
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

申
希
望
す
る
日
を
選
ん
で
、
３
月

　
日
午
前
９
時
～
　
日
に
電
話
で

１１

３１

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
（
辺辺
７
２
８

・
０
０
７
１
）
へ
。
保
育
希
望
者

は
併
せ
て
申
し
込
み
を
。
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
返
７
２
８

・
０
０
７
３
へ
。

国
際
版
画
美
術
館

リ
ト
グ
ラ
フ
一
日
教
室

対
高
校
生
以
上
の
初
心
者

日
４
月
　
日
（
土
）
午
前
　
時
～

２１

１１

午
後
４
時
（
途
中
休
憩
有
り
）

場
同
館
工
房

内
単
色
刷
り
の
小
品
（
約
　
㎝
×

１５

　
㎝
）
を
制
作
し
な
が
ら
、
リ
ト

２０グ
ラ
フ
の
技
法
を
学
ぶ
（
道
具
、

材
料
は
同
館
で
用
意
）

講
版
画
家
・
小
森
琢
己
氏

定
８
人
（
抽
選
、
結
果
は
３
月
　２３

日
以
降
に
郵
送
）

費
２
０
０
０
円

申
講
座
名
・
受
講
者
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・
年
齢

（
任
意
）
を
明
示
し
、
３
月
　
日
２１

ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

イ
ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺辺
７
２
４

・
５
６
５
６
遍5656@machida.c

              a  

ll-center.j

           p  ）
へ
。

問
同
館
辺辺
７
２
６
・
２
８
８
９
返

７
２
６
・
２
８
４
０

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

募集する学級の概要
学習のテーマ募集学級

子育てに対する不安や悩み等について、保護
者・関係者が共に学び合うことにより、子育
てが充実するような学習

家庭教育・子育て
（保育付）〔4学級〕

社会的、文化的な性別を超えていくために、男
女が共に学び合い、一人ひとりの個性を尊重
し、男女平等参画社会に近づけるような学習

男女共生〔3学級〕

環境問題、教育問題、少子・高齢化問題、国
際化などの現代的課題、地域の課題解決、市
民活動、ボランティア活動、芸術・文化の振
興など、生涯学習全般の学習

生涯学習の学び
〔3学級〕

※募集学級数は、応募数により調整も行います。

本
町
田
遺
跡
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
記
念

町
田
市
立
博
物
館
企
画
展

本
町
田
遺
跡
と
町
田
の
縄
文
時
代

　
東
京
都
指
定
史
跡
・
本
町
田
遺

跡
の
再
整
備
完
了
を
記
念
し
、
初

公
開
資
料
を
含
め
た
市
内
出
土
の

縄
文
時
代
土
器
・
石
器
な
ど
約
３

０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

会
期
３
月
　
日
（
祝
）
～
５
月
６

２０

日
（
日
）〔
月
曜
休
館
、
た
だ
し

４
月
　
日
は
開
館
し
翌
日
休
館
〕

３０

観
覧
時
間
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
分
３０ 　

い
ず
れ
も
直
接
会
場
へ
お
い
で

関
連
催
事

下
さ
い
。

【
講
演
会
「
縄
文
世
界
の
土
偶
～

そ
の
変
化
と
形
の
面
白
さ
」】

日
４
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
～

２２

３
時
　
分
３０

場
同
館
２
階
講
堂

講
文
化
庁
文
化
財
部
美
術
学
芸
課

・
原
田
昌
幸
氏

定
　
人
（
先
着
順
）

６０
【
講
演
会
「
町
田
市
の
縄
文
時
代

遺
跡
」】

日
５
月
６
日
（
日
）
午
後
２
時
～

３
時
　
分
３０

場
同
館
２
階
講
堂

講
生
涯
学
習
課
学
芸
員

定
　
人
（
先
着
順
）

６０
【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

日
３
月
　
日
（
土
）、
４
月
１
日

３１

（
日
）、　
日
（
土
）、　
日
（
日
）、

１４

１５

５
月
３
日
（
祝
）、
４
日
（
祝
）、

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
３
時

場
同
館
１
階
展
示
室

内
同
館
担
当
学
芸
員
に
よ
る
展
示

解
説

定
各
　
人
（
先
着
順
）

３０

◇

問
市
役
所
代
表
辺辺
７
２
２
・
３
１

１
１
、
博
物
館
辺辺
７
２
６
・
１
５

３
１
返
７
２
３
・
３
４
０
６

《
深
鉢
》本
町
田
遺
跡
群
Ａ
地
点
出

土
　
縄
文
時
代
前
期
　
高
さ
　
㎝
５１

　
募
集
す
る
講
座
は
上
記
の
と
お

り
で
す
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
伴
い
、
会
場
が
原
則
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー（
現
在
の
ま
ち
だ

中
央
公
民
館
）
に
変
わ
り
ま
す
。

　
各
講
座
の
内
容
・
講
師
等
の
詳

細
は
募
集
案
内
を
ご
覧
下
さ
い
。

市
役
所
本
庁
舎
、
森
野
分
庁
舎
、

各
市
立
図
書
館
、
各
市
民
セ
ン
タ

ー
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
（
町
田

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可
）。

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
で
原

則
、
全
回
出
席
で
き
る
方

場
①
～
⑦
＝
原
則
と
し
て
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー（
①
⑦
の
野
外
学
習

は
市
内
各
所
、
⑥
の
体
験
学
習
は

各
福
祉
施
設
）、
⑧
⑨
＝
陶
芸
ス

タ
ジ
オ
（
下
小
山
田
町
）

費
①
～
⑤
＝
３
０
０
０
円
、
⑥
⑦

＝
１
０
０
０
円
、
⑧
＝
１
万
５
０

０
０
円
、
⑨
＝
９
０
０
０
円

※
１
人
１
講
座
の
み
の
申
し
込
み

で
、
申
込
者
本
人
の
受
講
に
限
り

ま
す
。

申
３
月
　
日
正
午
～
４
月
３
日
に

１４

電
話
で
イ
ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺辺

７
２
４
・
５
６
５
６
）
へ
。

問
ま
ち
だ
市
民
大
学
辺辺
７
２
９
・

１
１
９
５
返
７
２
９
・
１
９
４
４

（
３
月
　
日
以
降
は
返
７
２
８
・

２６

０
０
７
３
）

講
座

申
し
込
み
の

　
　
　

ご
案
内

講
座

申
し
込
み
の

　
　
　

ご
案
内

講
座

申
し
込
み
の

　
　
　

ご
案
内

この募集案内で新しい学びを発見外

まちだ市民大学ＨＡＴＳ 2012年度 通年・前期講座 受講生募集
※各講座とも抽選です。

日5月 12 日～7月 14 日の土
　曜日、午後１時 30 分～4
　　時、全5回
　　　　定 14 人

①多摩丘陵
の自然入門

　市内の自然観察から自然
保護について学びます。
日4月22日～12月2日
の日曜日、午前9時30分
～午後3時、全13回
　定50人

②「こころ」と
「からだ」の健康学
健やかに生きるには

（初受講者優先）
　毎日を健やかに過ごすために
心と身体の整え方を考えます。
日4月25日～7月4日の水曜
日、午前10時～11時30分（原
　則）、全10回
　　 定50人

③まちだ市民
国際学

今、躍動する東南アジア
　政治・経済の動向、国別
の事情や文化等を日本との
つながりから学びます。
日4月19日～7月19日の
木曜日、午後6時30分～
　8時30分、全10回
　　　定120人

④町田の郷土史Ⅰ
縄文から幕末まで

（初受講者優先）
　町田の郷土史の重要な事柄を、
時代を追って学習します。
日4月17日～7月10日の火曜
日、午後6時30分～8時30分
(原則)、全12回
　　定50人

⑤人間科学
現代の「生老病死」と
向き合う

　人権と生命倫理の視点か
ら学びます。
日4月16日～7月30日の
月曜日、午後6時30分～
8時30分(原則)、全12回
　定100人

⑥まちだの福祉
　「清風園」、「大賀藕絲館」、
「花の家・福音の家」から１
つを選んでの体験学習、認知
症の支援等の講義を行います。
日4月21日～11月17日、
講義＝土曜日の昼間、
体験学習＝平日の昼間、
　全14回
　　　定27人

⑦まちだ de 
エコ・ツアー

ここからはじめるボランティア
　市内の各施設や環境保全に取
り組んでいる現場（農地・真光
寺川等）で作業を体験します。
日5月6日～7月22日の
土・日曜日の昼間、
　　全11回
　　　定24人

⑧陶芸入門講座
（初受講者対象）

　初心者を対象に、粘土を練
ることから始め、陶芸の一貫
した工程を学び、基本的な技
法を習得します。

日4月18日～7月25日の
水曜日、午後１時30分
　～4時、全9回
　　　定24人

⑨陶芸
電動ロクロ体験講座
地球にやさしいやきものの
リサイクル

（初受講者優先）
　初心者対象の講座です。やきもの
のリサイクルを学習し、リサイクル
粘土や町田産の粘土を使って作品を
作ります。


